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今回の友愛はもうじき帰国する WFC の館長のシーニアとリチャードからのお別れのメッセ

ージと数ヶ月前に他界された蓑輪伸一さんとリン・シバーズさんに贈る言葉を載せていま

す。ある意味、悲しい内容かも知れませんが、それぞれ一緒に過ごした楽しい思い出があ

り、感謝の気持ちが綴られています。シーニアとリチャードには、WFC のために 2 年間本

当にお世話になりました。もうすぐお別れだと思うと寂しくなります。 

 

今回は 3 つの違った観点から見つめています。まずは、日本が直面している原発の今後に

ついて。田口知鶴子さんがピースセミナーのメンバーと島根原子力発電所に見学に行かれ

た時の感想を述べておられます。次に、WFC の将来について。50 周年記念行事を終えたば

かりですが、私達に課された使命を常に見据え、若者がセンターに関わってもらう機会を

模索しながら、今後有意義な活動を続けて行くにはどうしたらいいか考え行動していかな

くてはなりません。最後は、もうじき来られる WFC の新館長について。マギーとバーンド

を歓迎します。 
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1.  再会の日まで 

     

シーニア・トバイアス（WFC館長） 

 

「想い出のサンフランシスコ」という歌

があります。日本を離れようとしている

私達の心境を表しています。私達の心の

一部をオハイオに残し、これから日本に

も残すことになるでしょう。多くの皆さ

んが私達の生活を支えてくださり、皆様

への気持ちは言葉では表せません。2013

年から 2015年まで WFCの館長を務める

ことができたことを誇りに思います。去

る時を迎え、今までで一番言いにくい「さようなら」を言わなければいけません。日本人

の友達一人一人とのすばらしい友情を大切にします。また、WFCは世界中のたくさんの国々

から来た素晴らしいゲストと出会う機会を与えてくれました。そして、被爆者の方々と出

会い、その話を聞き、彼らの悲しみと苦痛を感じることが出来、本当に恵まれていました。

被爆者たちの話は、私達二人に生涯残るような感銘を与えました。ゲストの多くも、被爆

者から話を聞いたことは日本滞在中の一番印象的なことだったと話してくれました。もう

一つ忘れられないことは、スペイン語クラスと英会話クラスの皆さんと知り合いになれた

ことです。皆さんから日本について多くを学び、いろいろ連れて行っていただき視野が広

がりました。そして、日本の食べ物もごちそうになりました。 

 

ゲストが多くて大変だった時、ボランティアで手伝ってくださった皆さんに感謝いたしま

す。センターに食べ物を持ってきていただき、料理をしたり、本を貸してくれたり、いろ

いろ連れて行ってくれたり、家に招いてくれたり、夕食や昼食を御馳走してくれたり・・・、

皆さんのご親切に何と言って感謝の気持ちを表したらよいのか分かりません。それから、

素晴らしいコンサート、リサイタル、特別なイベント、日帰り旅行、泊まりがけの旅行な

ど、たくさんの経験をしました。カラオケにも誘っていただきました。皆さんの美しい声

を忘れません。毎月原爆養護ホームむつみ園に行って、入所者の誕生日を祝ったことも楽

しい思い出です。入所者の皆さんがしんちゃんを見て喜ぶ顔を見て嬉しく思いました。親

友の山根美智子さんは素晴らしい才能の持ち主です。 

 

皆さんはご存じないかもしれませんが、皆さんがセンターに集まり、ともに祝うのを私達

が心待ちにしていた一年の中の一番特別な行事は、クリスマスです。幼稚園でリチャード

がサンタクロースに扮して楽しみました。クリスマス休暇中、WFCに滞在した私の家族に親
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切にしていただきとても感謝しています。私の姉妹のジャネット家族とベージャニセは皆

さんのご親切を忘れないでしょう。ベージャニセはその時の喜びと満足感を「もう死んで

もいい」と言い表していました。私たちそして姉妹たちにとって、日本と日本の人たちは

特別な意味を与えてくれました。 

 

長崎に行き、原子爆弾によって破壊されたもう一つの都市の惨状を知ることが出来てよか

ったと思います。私達は WFC に奉仕するために来ました。しかし、ボランティアのみなさ

んの優しさのおかげで、もっと多くのものを受け取りました。 

 

最後に、私達が感じた深い悲しみについて一言触れないといけません。親愛なる友人の蓑

輪伸一さんが「自分は食道癌だと診断された」と教えてくれた時、心が痛みました。治療

で完治できるほどの早期癌であってほしいと祈りましたが、その願いはかないませんでし

た。2015年 2月 16日、私達やセンターのために尽くしてくれた蓑輪さんが亡くなりました。

惜しまれてなりません。 

（リチャードとシーニア:宮島にて）     （リチャードとシーニア:足立美術館にて） 

 

 

2.  お別れのメッセージ 

 

神田高明（火曜日夜英会話クラス） 

 

シーニアさん。数年前です、前々館長の

ロン・サイニーさんが、自分を一形容詞

で表現してみなさいと言われました。私

の回答は「知りたがり」でした。その知

りたがりが私を本好きにし、子供のころ 

から熱心な読書家にしました、しかし （左から：リチャード、神田さん、岡原さん、イギリスか

らのゲスト、白男川さん） 



4 

 

戦中、戦後の当時は周りに本がありませんでした。食糧、衣類、紙など何もかも不足して

いたのです。私は手あたり次第何でも読んだのでした。その頃から本好きになったのです。

これが「あなたは読書家ですか？」という先日のお尋ねに対する回答です。私は本好きで

本のことを話すのも好きなのです。 ですから私が貸しましたネヴィル・シュートの小説を

評価され、リチャードと一緒に読まれたと聞いて嬉しかったです。ですから、あなた方が

もうすぐ帰国されるというのは残念です。 

 

「さようなら」とは申しません。「またね！」に致します。メールがあるのですから、い

つでも本のことでもなんでも話すことができますから、そうでしょう？ 

  

作家の言葉。「読書の習慣は唯一混じりけのない喜びであり、その他の喜びが色あせよう

ともそれは持続する。」アンソニー・トロロープ(1815-1882) 

 

リチャードさん。2013 年 6 月広島にいらして火曜日夜のクラスでお目にかかったのはそん

な遠い日には思えません。そこで貴方がドイツへ家畜を輸送するヘイファープロジェクト

に加わって船上で働かれ、海上のカウボーイと言われたことを伺いました。それでですか？

西部劇映画がお好きで、そのあら筋や配役をよく覚えておられた。映画や野球の話でずい

ぶん楽しみましたね。ある日、政治問題を話したとき、あなたが「寛大な独裁者による政

治がどんな政治体系よりもいい。」と言われました。これとまったく同じ意見を 2003年か

ら 2005年までの館長夫人ベバリーさんから聞いたことを思い出しました。そのことを言う

と、彼女は同じ高校におられたので同じ先生から聞いたのだろうとあなたは言われました。 

 

私が WFC を初めて知ったのはベバリーさんがテニスコートへいらした時なのです。彼女は

私どものメンバーに加わられて水曜日にいつもプレイされました。この話からリチャード

もテニスをされるというので、ご一緒にと誘ったのでした。それで土曜日の午前中参加さ

れたのでした。コートは植物園の上の丘の上にあり、そこから広島港の眺めもたのしめま

した。コートには WFC 近くにお住まい山瀬夫人（水曜日クラス）の車で来られました。山

瀬夫妻は私どものチームの会長さんなのです。今わがチームは大事なメンバーを失い、リ

チャードのサイドライン沿いのストレ－トボールを見られなくて残念です。 

 

ともあれクラスでもコートでもご一緒できて楽しかったです。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 



5 

 

3. リチャードとシーニアへ 

 

大村直生（WFC理事） 

 

かつて、日本を敵国とした歌を口ずさんでいたリチャードという名前の無邪気なアメリカ

の少年と、明るいスペイン語の歌を歌

っていたシーニアという名前の純真

なコスタリカの少女がいました。彼ら

は出会い、パートナーとなり、手を取

り合って 2013 年にヒロシマの地にや

って来ました。リチャードは、今では

ギターを片手にヒロシマの人々に向

けて平和で温かい歌を歌い、シーニア

の歌声はそこに中南米の美しい鳥が

空を舞うような彩りを添えています。 

                   （One World Peace Concertのあとで： 

                 左から、大村直生さん、リチャード、シーニア、ジェシカ） 

 

二人は WFC で、シーツ洗い、ベッドメーキング、朝食作り、お皿洗い、掃除などをし、来

る日も来る日も働きました。英語、スペイン語も楽しく忍耐強く教えました。毎月むつみ

園の被爆者を訪問し、お花を届け、バースディの歌を歌いました。2015 年は WFC にとって

創立 50 周年の記念の年でした。4 月には式典と多くの行事がありました。二人はそれも全

力で行いました。二年あまりの歳月の中で、だれもが二人の素晴らしさを深く胸に刻みま

した。本当に色々と、ありがとうございました。 

 

時が過ぎるのは何て早いのでしょう。広い太平洋が私たちの間を隔てることになりますね。

けれど、どんなに離れていようと、私たちの心はいつも傍にいます。どんなに時が過ぎよ

うと、私たちの思い出は色褪せません。リチャードとシーニアに、永遠の感謝と愛をこめ

て。                             
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4.  シーニアが教えてくれたもの 

 

浜崎りう子（木曜日英会話クラス） 

 

シーニアは忙しい毎日にもかかわらず、新

しいことに挑戦しようとする意欲が旺盛

です。編み物、縫い物、料理、などなど。

編み物は私たちを近づけるきっかけとな

りました。シーニアが何かを編んでいるの

を見た私は、思わず、「見ているとイライ（左から、りう子さんの娘さん、りう子さん、シーニア： 

ラしてくるわ」と言ってしまいました。                 WFCにて） 

まるで、私の辛抱強さを試すかのようにあまりに遅いのです。私は糸と編み針を彼女から

取り上げると、これ見よがしにさっさと編み始めました。それを見た彼女は傷ついた様子

もなく素直に驚いていました。私は彼女のなんでも学び取ろうとする態度が好きです。 

 

彼女の言った言葉で忘れられない言葉があります。彼女を私の家に呼んだ時のことです。

食事をしたので、片づけなどを手伝おうと思ったのでしょう。何度も「Can I help you?」

と聞きました。その都度、私は「いいえ、結構」と答えていました。お客は形式的に「お

手伝いしましょうか」と聞き、ホストはお気持ちだけいただいて丁寧にお断りするという

のが日本の常識です。すると、ついにシーニアは言ったのです。「私たちは友達なのに、ど

うして手伝って！って言わないの？」と。彼女の言葉はまさに目からうろこでした。確か

に私は彼女を友達としてではなく、お客として扱っていました。それ以来、私は日本式の

礼儀正しさは横において、まずは率直であろうと努めています。  

 

私が初めて WFC を訪れてから約 1 年半が過ぎようとしています。シーニアやリチャードが

本国に帰るのももうすぐです。そう思うと悲しくてなりませんが、いつかきっと会いに行

きます！ 

お身体お大事に！ 

また会いましょう！ 

 

 

5.  蓑輪伸一さんへ贈る言葉   

                

リチャード・トバイアス（WFC館長） 

 

今年の 2月、WFCのかけがえのない友人を失いました。蓑輪伸一さんが癌で亡くなりました。



7 

 

彼は熱心な理事として色々な委員会で活躍し、ピース・クワイアの一員でもありました。 

ボランティアとして、いつも快く時間と才能を提供してくれました。車での移動が必要な

時は、蓑輪さんが運転してくれました。何と彼は料理も出来たのです。シーニアと私にお

いしい食事を作ってくれました。毎月むつ

み園で被爆者の誕生会をするときは、同行

してくれました。彼は歌が大好きでした。

カラオケに行った時は、彼の「マイ・ウェ

イ」の歌がとても楽しみでした。彼ほど謙

虚で、礼儀正しく、優しく親切な人は、な

かなかいません。我が友、蓑輪さん、あな

たはいつまでも私たちの心の中で生き続

けるでしょう。 

                   （山根美智子さん、リチャード、シーニア、蓑輪伸一さん） 

 

6.  リン・シバーズを偲んで 

 

山根美智子（WFC理事長） 

 

リンが今年の 2月 3日に 73歳で心臓病で亡くなりました。昨年の９月頃に、センターの 50

周年の招待状を送ったらそれに対する返事があったので、まさかそれほど早くに亡くなる

とは思いもしませんでした。リンはバーバラが館長だった 1966 年から 1967 年にかけて、

南観音町の WFC でバーバラの手伝いをしていました。私が彼女に会ったのは、1986 年に臨

時の館長として来た時です。大学でアメリカ文学を教えていただけあって教え方も上手で、

私達の木曜クラスで、フイッツジェラルドの「偉大なるギャツビー」を読みましたが、私

の好きな本の１冊になりました。当時は WFC が皆実町で、私の家が近かったこともあり、

時々我が家に来たりもしました。 

 

主人と私が 1994 年にワシントン DC にいた時に、フィラデルフィア近くのリンの家に私を

招待してくれました。彼女はゴールデン・ルール号のジョージ・ウィロビーを尊敬してい

たので、彼の家の近くに、初めて自分の家を建てたのだと喜んで話してくれました。彼女

の家に数日間滞在し、ジョージ・ウィロビーの家にも訪ねて行きました。クエーカー教徒

で平和活動家のジョージとリリアン夫妻と一緒に、リンはベトナム反戦運動を長くやって

いました。フィラデルフィアの歴史的な場所に案内してもらい、クエーカーの本部での日

曜礼拝にも参加しました。 
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彼女の遺言により、WFC にも遺産

の一部をいただきました。リンの

独特のユーモアのセンスが、今も

懐かしく思い出されます。天国で

彼女と再会するのを楽しみにし

ています。 

 

（リンの自宅の書斎にて） 

 

 

 

7. 島根原子力発電所見学に寄せて  ～201４年 10月 28日・29日 一泊の旅～ 

 

田口 知鶴子（WFC理事） 

  

ピースセミナーでは、長年講師を務めて戴いており、原発問題に精通された木原省治さん

に車で案内してもらい、女性 4 人が久し振りの旅に出かけた。東日本大震災による福島第

一原発事故の後、2013 年 9 月から国内の原子力発電所は、すべて停止の状態にある。再稼

働が是か非か裁判でも意見が別れるなど、原発問題は現在国内最大のテーマとなっている。 

（左から：田口知鶴子さん、車地かほりさん、            （島根原子力発電所） 

木村章治さん、渡辺道子さん、芦原正文さん、 

芦原康江さん、石井晶子さん）                     

 

渡辺道子さんの、「これでも私はその昔、岩国から日野・コンテッサの赤い車で、広島に乗

り込んだものよ。」の話に目を見張ったり、「向こうに見える蝶の羽を広げたようなパネル

は、北広島町役場の屋根に取り付けられている太陽光発電で、役所の電気をあれで賄って
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いるんですよ。」との木原さんの説明に感心したりしながら、宍道湖湖畔を通り､島根市街

地からほんの 10ｋｍ北西部に位置する、目的地島根原子力発電所に到着した。 

  

まず、眼下に海が見える高台に建つ島根原子力館（ミュ－ジアム）を訪れた。玄関の左手

に大きな吊り鐘の塔が立っていて、説明文を読んで肝を潰した。碑名は「お詫びと誓いの

鐘」。2010年に発覚した島根原子力発電所での「点検漏れ事件」、500箇所とも 1000箇所と

も言える点検漏れがあった事を詫びるというのだ。その道の専門家による作業であったで

あろうに、放射能を軽視したものか、あるいは無知から来たものか、身震いを覚えた。福

島原子力発電所事故処理に於いても、まさに同じ事態が覗えた。 

 

2011年 3月 11日、地震と津波が福島原子力発電所を襲った時、日本政府や東京電力は、混

乱をきたしながらも海外の支援を断った。そうこうする内に水素爆発が発生し、燃料が溶

解し、汚染水処理は 4 年を過ぎた今もコントロールできないまま、毎日 400 トンが海に流

出し続けている。危機管理の知識や事故処理の方法や技術を持たないまま、40 年間、原子

力発電事業を推進して来たとしか思えない。 

 

係員の方が説明される新規制に従った耐震対策「免震重要棟の設置、高圧発電器車・代替

え送水車の準備、フィルター付きベントの設置、防波堤のかさ上げ」等々、丁重かつ真剣

な態度も、説得力を感じなかったのは、私一人であろうか。燃料が溶解した福島原発 1 号

機の廃炉を完了するのに、100年を要するとの事である。3世代にも渡って人々の安全・安

心を脅かすものを社会から無くするために、人類は英知を結集すべきである。 

 

原発反対派の島根市会議員、芦原康江さんの、「原発から 30ｋm 圏内の住民 46 万人の半数

以上が、原発の危険性を知り再稼働に反対してはいるが、他に仕事もない。立地自治体が

国からの交付金 27億円の援助を当てにしている現状だが、何とかこれを打開する道を模索

しています。」との話は、本当に大変な根気とやる気と体力が必要な難事業である事を痛感

した。 

 

木原さんの計らいで出雲大社と日御碕灯台にも足を伸ばした。折しも、5月に出雲大社遷宮

が、10月 15日には、出雲大社宮司・千家国麿さんと高円宮典子さんの御成婚式が執り行わ

れた直後で、大勢の参拝客で賑わっていた。真っ白に化粧直しされた日御碕灯台と白いウ

ミネコ、松の緑、地平線まで広がる紺碧の海が、ひとつに収まった絵になる景色に浸りな

がら、この海が放射能に汚されないようにと祈りつつ、極上のひと時を味わった。 
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8. 50周年記念行事後の WFCについて        

 

車地かほり(WFC理事)  

 

50 周年記念行事が盛りだくさんな

内容だったにもかかわらず盛大に

執り行われたことは、過去の苦しか

った時代を思い起こすと本当に   

感慨深いものがあります。WFCの総

力を挙げて取り組んだ結果だと思

いますし、私達はここぞという時の

団結力を誇ってよいと思います。 

しかしながら、この大きなイベント

が終わって数か月経った今、WFCの

将来を真剣に考える時が来ています。（左から：シーニア、リチャード、渡辺道子さん 

                           車地かほりさん、堀江壮さん） 

 

ある理事からもっと被爆問題を活動の中心にすえて、理事たちも学習して欲しいという要

望を聞いています。バーバラが 1965 年に WFC を創立した時の主旨に沿って、WFC の原点に

立ち戻るべきだという意見です。被爆者の高齢化がよく言われますが、近頃 80代の被爆者

でも死ぬまでに体験を伝えなければと語り部を始める人たちがいます。WFCも新しい被爆体

験の語り部を発掘する必要があるのかもしれません。それに、普段 WFC のメンバーと被爆

者の方々との交流はあまりないように思います。理事や会員もこの人たちの被爆証言を聞

く機会を持ちたいものです。6月の理事会で、「日本語で被爆証言を聞く会」が 7月 18日に

計画されましたので、この新しい試みが今後も継続する事を希望します。 

 

次に、以前からの懸案である理事の高齢化と世代交代の件についてですが、この問題は古

くて新しい中々一筋縄ではいかない問題です。しかしこの問題を無視しては WFC の将来は

ないように思います。中国新聞社のジュニアライターや、原爆資料館の被爆体験継承者の

養成等,次世代を育てる試みがあちらこちらでなされています。WFC もこれに後れを取らな

いようにしないといけません。50周年記念事業の後、「WFCのウェブサイトの更新を手伝い

たい」、「WFCの訪問者の中にもし聾唖者がおられたら、手話通訳のサービスを提供したい」

という比較的若い世代の人達からの申し出がありました。こんなニュースを聞くと WFC の

前途に光明を見出したような気がします。ただ、せっかく若いボランティアを獲得しても、

経済的な負担が大きいと長続きしないので、せめて交通費や駐車場代くらいは WFC の活動

費から捻出するなどの改革が必要だと思います。今の WFC の経済状態ではすぐに実現でき
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る事ではないかもしれませんが、募金活動はこんな点も踏まえて展開しては如何でしょう

か。 

 

8月には館長交代が控えています。WFCでは、今までの多様な活動を通して内外の様々な団

体や個人との交流の輪が益々広がっています。それは喜ばしいことですが、同時に限られ

た人数の理事やスタッフで、果たして諸々の活動を担って行けるかどうか多少不安がある

のも事実です。活動の内容を吟味して整理する必要があるかもしれません。ともかく色々

困難はあっても一人一人が自分の出来ることをやっているうちに、自ずと未来が開けてく

ると思います。考えてみると、WFCはずっと以前から数えきれない程のボランティア達がそ

うして来たのであり、だからこそ 50年も続いてこられたのです。初代理事長の原田東岷先

生がよく「市民のボランティア団体である WFCが何十年も続いてきたのは奇跡だ。」とおっ

しゃっていたのを思い出します。そうだとすると、WFC は 50 周年記念行事後も十分奇跡を

起こす可能性を有していると思われます。WFCの為に尽力して今は亡くなった多くの人々の

ためにも是非そうあって欲しいものです。 

 

 

9. WFC新館長バーンド&マギー・フェニックス紹介(2015年‐2017年) 

 

シーニア・トバイアス (WFC館長) 

 

WFC新館長のバーンドとマギーは、8月 9日に広島に到着します。バーンドは化学工学技

術者、マギーは公認会計士です。世界に平和のメッセージを広めるために WFCが必要とす

る専門知識を持っておられ、私達は二人の到着を待ち望んでいます。 

 

バーンドとマギーは JIN と呼ばれているサンタフェの日本文化倶楽部に所属して、日本文

化および日本語を勉強してきました。マギーは子供の時、数年間日本に住んでいたことが

あり、日本語を話します。彼女は日系アメリカ人で、バーンドはドイツ系アメリカ人です。

マギーがフランクフルトに住んでいた時にバーンドと出会いました。彼女はヨーロッパに

いた時にいろいろな国をめぐり、イタリア語、フランス語、ドイツ語、その他の言葉を話

していました。二人とも異文化を学ぶことが好きで、外国の人たちとの出会いを楽しんで

います。事実、2年間館長として WFCに来ることを選んだ理由の一つは、日本文化を体験

し日本の人たちと知り合いになりたいと思ったからです。バーンドとマギーは平和を強く

望んでいて、それは WFC館長にとってなくてはならない気持ちです。 

 

彼らを WFC館長として歓迎するとともに、このやりがいのある素晴らしい冒険（忘れられ

ない体験）に乗り出す 2 人を祝福します。二人が彼らの知識と能力で WFC を発展させ、
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WFCのボランティアや生徒さん達が愛情、優しさ、温かいおもてなしで 2人を支えてくれ

ることを確信しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        （新館長、マギー＆バーンド・フェニックス） 
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